現場福音化メッセージ
３４ 聖霊の満たしとは　 使徒1:4～8
神様(聖霊)は、今も生きておられ、信仰の人を正確に導かれ、その祈りに答えておられる。
また、聖霊を通してすべての歩みを導かれ、喜びや平安、確信を与えて、
この世とサタンと自分自身に勝つことができる力を与えてくださる。
また、どんな問題に出会ったとしても、解決を与えてくださる(ピリ4:13、マコ9:23)。
それにもかかわらず、なぜ、私たちはしばしばその力の神様を体験することができないのだろうか。
それは、聖霊に満たされてないからである。それでは、聖霊の満たしとは、いったいなんであろうか。
１．聖書の理解
　ヨハネ14:16－聖霊の内住と聖霊の同行とを区別している
　(1)聖霊の内住は救われた状態を言う(ヨハ3:5、ロマ8:2、Ⅰコリ3:16、ヨハ14:16)
　(2)聖霊の同行(with)は、聖霊の満たしが生活に現れることを意味する
２．聖霊の満たしに対する正しい理解が必要である
　・聖霊の満たしとは、キリストに満たされることを言う
　　自我が死んで、キリストにあって生きた者を意味する(ロマ6:11)。私たちはときどき、聖霊の満たしと賜物を混同して、大きな問題を引き起こすことがある。
聖霊の満たしとは、自分(人間)の力が無力で、肉の力が無能で、自分自身にまったく益とならないことを知り、全面的に聖霊の同行を信じて、認めて従う生き方である。
　・それは、自分の感情までも主にあってコントロールされることをいう。
また自分自身に聖霊の力(イエスの力)が現されるのに邪魔になる自分の考え、計画、頑固さ、観念を捨てることが出来るように、悟りが与えられた段階をいう。それは、神様が私の計画にまさる計画を持っておられる方であり、また、私よりも私をよくご存知で、愛しておられ、永遠の知恵を持っておられる方であることを知り、従う生き方である。その時に、私の全ての人生は、神様の力によって生きるようになるのである。
(1)ローマ7:19～24
(2)ガラテヤ5:16,17
３．なぜ聖霊に満たされないのか
(1)神様のみことばに対する無知と不信のためである(詩119:105)
(2)傲慢な自分の思いのためである(箴16:18)
(3)目先の環境や人を見て頼ったり、心配したり、恐れたりするからである(箴29:25、ルカ9:26)
(4)隠している罪のためである(詩66:18、マタ5:23,24、詩44:21)
(5)まことの平安、勝利、望みでないものを愛しているからである(Ⅰヨハ2:15～17)
(6)神様への信頼が不十分だからである(ヨハ3:16、ロマ8:32、Ⅰヨハ3:16)
(7)神様の祝福の命令に従わないからである
　①自分の考えが正しく重要だという思い　　　　　②人にほめられたいという願い
　③怒り　　　　　　　　　④忍耐力のなさ　　　　⑤頑固さ
　⑥ねたみ　　　　　　　　⑦貧欲　　　　　　　　⑧汚れた思い
　⑨否定的　　　　　　　　⑩利己心　　　　　　　⑪誤った判断
　⑫批判　　　　　　　　　⑬淫欲
＊これらは、神様の祝福を知らないようにさせるものであり、そして、自分自身にはまったく無益であり、結果として大きな害をもたらすものである
